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５人の議員が、市政について市長に
質問しました。
録画映像はこちらからご覧いただけます。
なお、録画映像は本定例会終了後から
２年間の公開となっています。

市政を問う！
～代表質問から～

自由民主党

藤田　稔人  議員
ふじ た とし ひと

海外事例を踏まえたＧＸ推進と
金融機能強化に向けた取り組み

Q 国が創設する「資産運用特区」は、海外か
らの資産運用会社の参入促進を目指すもの

です。本市がこの特区指定に向けて取り組みを進め
るには、海外他都市とも競争力を持って戦えるビジ
ネス環境や生活環境を整備していくことが極めて重
要です。市長は、国際金融センターと再生可能エネ
ルギー活用の先進地である海外２都市を訪問しまし
たが、今後の市政にどのように生かしていきますか。

「白石こころーど」を始めとする
自転車道路のネットワーク強化

Q 本市がより魅力的なまちとなるために、本
市の特性を生かした自転車利用環境の実現

を図ることが求められており、自転車ネットワー
ク同士の連携を図ることが極めて重要です。「白
石こころーど」（注1）と豊平川沿いの自転車道をつ
なぐことで、サイクルツーリズムの環境が一気に

ルクセンブルクでは、環境に配慮した事
業の資金調達を円滑に行うための独自の

取り組みや、資産運用会社等の誘致に関する施
策などを学び、今後、金融機能の集積に向けた
ビジネス環境や生活環境の整備に生かしていき
たいと考えています。また、デンマークでは、
洋上風力やデータセンターの事業者などから先
進事例のヒアリングを行っており、ＧＸ産業の
集積を進めるための施策に反映していきます。

A

Q アルツハイマー型認知症の治療薬として
期待される新薬「レカネマブ」が厚生労

働省に承認されましたが、投与可能な医師・施
設要件が示される予定であり、限られた医療機
関での治療となることが想定されます。全国的
には、認知症疾患医療センターが中心となって
新薬に関する相談窓口になりますが、本市には
設置されていません。市民や医療機関の混乱が
予想されるため、認知症の医療相談体制のさら

新薬による治療が可能な医療機関など
も含め、最新かつ適切な認知症医療に

関する情報発信の強化や相談窓口の拡充が必要
と考えています。そのため、新たに認知症疾患
医療センターを指定し、認知症に関する医療
相談体制の充実を図ることで、市民に適切な
保健医療サービスを提供していきます。

A

白石区南地区は、普段から渋滞する幹線道
路に囲まれるなど排雪の作業効率が非常に

悪い地区です。効率よく排雪作業ができるよう、東
部水再生プラザに融雪槽の整備が決定しており、令
和６年度に着工予定です。また、昨年度には、米里
地区の豊平川河川敷地に新たな雪堆積場を開設しま
したが、白石区の雪堆積場容量は、10区の中でも
少ないため、さらに当該地区の近郊の雪処理能力を
増強して、効率化を図るべきだと考えます。今後、
白石区南地区の排雪をどのように考えていきますか。

Q
白石区南地区の排雪作業の効率化

認知症に関する医療相談体制の充実

本年度からは、新たに菊水上町の豊平川河
川敷地に雪堆積場を開設します。また、白

石区南地区周辺で新たな地域密着型雪処理施設の
検討も進めています。今後は、これらを着実に進
めるとともに、雪対策施設の効率的な運用を目指
した雪堆積場選定システムなどにより、全市的な
視点でも排雪作業の効率化に努めます。

A

第4回 定例会

その他の議案および議決結果は、６ページに掲載しています。
上記を含む可決した４件の意見書の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

令和５年度の補正予算などを
審議しました（11月29日～12月12日）

　令和５年第４回定例会では、令和５年度補正予算や札幌市営住宅条例の一部を改正する条例案
などの議案42件、諮問１件、陳情１件、意見書４件を全会一致または賛成多数で可決しました。

　以下の経費など、全会計総額377億5,700
万円を増額する補正予算を可決しました。

　市営住宅をより一層公平かつ的確に供給す
るため、単身で入居できる者の範囲を拡大す
るとともに、入居者の決定の際に優先的に選
考する者に、小学生以下の子どもがいる世帯
などを追加するほか、入居手続きで連帯保証
人の確保を不要とするものです。

可決した主な議案 ～補正予算案と条例案～
　令和５年度の補正予算案　 札幌市営住宅条例の一部を改正する条例案

可決した主な意見書（概要）

ゼロカーボン北海道の実現に向けた
森林・林業・木材産業施策のさらなる充実・強化を求める意見書

意見書
意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定し、国会や政府に提出するものです。

　国が地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて、2050年までに温室効
果ガスの排出量を実質ゼロとする目標を掲げている中、全国一の森林面積を有する
北海道においても、2050年までに道内の温室効果ガスの排出量の実質ゼロを目指
すゼロカーボン北海道を表明しています。その実現に向けた森林・林業・木材産業
施策のさらなる充実・強化を図ることは、国の目標を達成するためにも重要な意味
を持つものであることから、国会および政府に対し、以下の措置を講ずるよう強く
要望するものです。
①適切な間伐と伐採後の着実な植林の推進に必要な森林整備事業予算や防災・減災
対策の推進に必要な治山事業予算を十分に確保すること。

②成長が早く形質の優れたクリーンラーチなどの優良種苗の安定供給、ＩＣＴなど
の活用によるスマート林業の推進、木材生産・流通体制の強化、建築物の木造・
木質化や、木質バイオマスエネルギーの利用促進などによる道産木材の需要拡大、
森林づくりを担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化すること。

●学校など市民生活を支える市有施設の光熱費
●物価高騰対応臨時給付金
●札幌生活応援プレミアム商品券事業費
●職員費、子ども医療助成費追加

なる充実に早急に取り組むべきだと考えますが、
どのように体制を整備していきますか。

（注１）白石こころーど
札幌市白石区から北広島市まで約20km続く「道道札幌恵庭自転車道線」のうち、白石区区間の愛称のこと。


